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気分が悪くなったり、めまいを感じたら、
すぐに座るか、横になってください。
また、腕の痛みなど何か心配な時は、
直ちに血液センターまで連絡してください。

エレベーター・階段など 水分補給 休憩

エレベーターや階段などを使用する
際には、特に注意してください。

水分を十分補給してください。 自動車などの運転をする時は、十分
な休憩をとってください。

注意！

採血中や採血後、まれにめまいや皮下出血などの副作用が発生することがあります。
これら副作用から身体を守るため、次のお願いを守ってください。

※副作用発生率　気分不良・吐き気・めまい・失神など：約0.9％　皮下出血：約0.2％、神経損傷（脱力や痛み）：約0.01％

身体への負担

重い荷物を持ったりして、腕に力を
入れすぎないよう注意してくださ
い。また、針の跡をもんだり、こすっ
たりしないでください。

20k
g

スポーツ

献血当日の激しいスポーツは避けて
ください。
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献 血 後 の 注 意 事 項

採血による副作用から身を守るため、熟読し記載内容について注意してください。
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輸 血 と 血 液 型血 液 検 査 サ ー ビ ス

血 液 型 と 遺 伝

血液型は大事だっち。

両親の子と血液型

生化学的検査の項目

父
母

B 型

A 型

A 型 AまたはO型 AまたはO型O型以外すべて

すべて BまたはO型O型以外BまたはO型

O型以外 AまたはB型O型以外O型以外

AまたはO型 O型のみAまたはB型BまたはO型

AB型

O 型

B 型 AB型 O 型

グリコアルブミン

γ－ＧＴＰ

総たんぱく

アルブミン

Ａ／Ｇ比

コレステロール

肝臓に最も多く含まれる酵素。肝炎など

で肝細胞が障害を受けたときに数値が

上昇します。

糖尿病の検査の一つです。過去約２週間

の血糖値が低い状態が続いていると低下

し、高い状態が続いていると上昇します。

糖尿病では標準値より上昇します。標準

値範囲内でも15 .6％以上の場合は注意

が必要です。

肝臓、胆道、膵臓、腎臓などに多く含まれる

酵素。閉塞性黄疸、肝炎、アルコール性肝

障害などで数値が上昇します。

病気で栄養が悪くなったり、肝臓や腎臓が悪

くなると数値に異常が出ます。

血清たんぱくの大半はアルブミンです。総

たんぱくとほとんど同じ意味があります。

アルブミンとグロブリンの割合が適正である

かどうかの指標です。

中高年者には最も気になる数値ですが、これ

が高いと動脈硬化や高血圧が促進されると

いわれています。脂肪の多い食事をとり過ぎ

ていたり、肥満、腎臓、膵臓、胆道などが悪いと

きにも数値が上昇します。

総たんぱく、アルブミン、Ａ／Ｇ比は一連のものとして判断されます。

※IU:国際単位

ＡＬＴ（ＧＰＴ）

5～45 IU/L ※

標
準
値

16.5％未満
標
準
値

10～65 IU/L
標
準
値

6.5～8.2 g/dL
標
準
値

3.9～5.0 g/dL
標
準
値

1.2～2.0
標
準
値

110～
　250mg/dL

標
準
値
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輸
血
は
、だ
れ
の
血
液
で
も
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

輸
血
を
受
け
る
人
と
同
じ
血
液
型
の
血
液
を
輸
血
し
ま
す
。Ａ
Ｂ

Ｏ
と
Ｒ
ｈ
血
液
型
（
赤
血
球
の
型
）
の
2
つ
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

基
本
と
な
り
ま
す
。

　た
と
え
ば
、
患
者
さ
ん
が
Ａ
Ｂ
型
で
Ｒ
ｈ
マ
イ
ナ
ス
だ
と
す
る
と
、

Ａ
Ｂ
Ｏ
も
Ｒ
ｈ
も
同
じ
型
の
血
液
を
輸
血
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、Ａ

Ｂ
型
の
日
本
人
は
10
人
に
1
人
で
、Ｒ
ｈ
マ
イ
ナ
ス
は
2
0
0
人
に

1
人
で
す
か
ら
、
同
じ
血
液
型
の
人
は
2
0
0
0
人
に
1
人
と
い

う
割
合
に
な
り
、
す
ぐ
に
見
つ
か
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　以
前
は
こ
う
し
た
時
に
、
輸
血
用
の
血
液
が
な
い
と
い
う
状
況
が

報
道
さ
れ
、
こ
れ
に
応
え
て
血
液
の
提
供
を
申
し
出
る
方
の
お
か

げ
で
、
無
事
手
術
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
は
、献
血
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
登
録
体
制
を
と
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｂ
Ｏ
血
液
型
は
メ
ン
デ
ル
の
遺
伝
の
法
則
に
従
っ
て
遺
伝
し

ま
す
。Ａ
、Ｂ
、Ｏ
、Ａ
Ｂ
型
の
四
つ
の
血
液
型
を
遺
伝
子
型
か

ら
み
る
と
、Ａ
型
に
は
Ａ
Ａ
と
Ａ
Ｏ
が
あ
り
、Ｂ
型
に
は
Ｂ
Ｂ

と
Ｂ
Ｏ
が
あ
り
ま
す
が
、Ｏ
型
は
Ｏ
Ｏ
、Ａ
Ｂ
型
は
A
B
で
す
。

　Ａ
型
同
士
の
両
親
か
ら
で
も
、
遺
伝
子
が
Ａ
Ａ
と
Ａ
Ａ
な
ら
、

子
ど
も
は
Ａ
型
し
か
生
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
遺
伝
子
型
が
Ａ
Ｏ

と
Ａ
Ｏ
な
ら
、
子
ど
も
は
Ａ
型
か
Ｏ
型
の
子
ど
も
が
生
ま
れ

ま
す
。Ａ
Ａ
と
Ａ
Ｏ
の
両
親
か
ら
は
、
遺
伝
子
型
Ａ
Ａ
か
Ａ
Ｏ

の
Ａ
型
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

Ｂ
型
の
場
合
も
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
が
い
え
ま
す
。

　そ
の
ほ
か
の
組
み
合
わ
せ
に
関
し
て
は
、
表
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
全
員
を

対
象
に
、
血
液
型
の
ほ
か
に
、
7
項
目

の
生
化
学
検
査
を
行
い
、
結
果
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
検
査
結
果
は
い
ず

れ
も
通
知
を
希
望
さ
れ
た
方
を
対
象
と

し
、献
血
後
約
2
週
間
程
度
で
親
展（
書

簡
の
郵
便
）
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
献
血
時
の
検
査
に
よ
っ
て
、

病
気
の
早
期
発
見
が
で
き
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
検
査
の
結
果
が
異
常
な
場
合

に
は
、
早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
エ
イ
ズ
検
査
の
結
果
に
つ
い
て

は
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
せ
ん
。

れ
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
H
I
V
に
感
染
し
て
い

る
可
能
性
の
あ
る
方
や
検
査
目
的
の
方

は
決
し
て
献
血
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

H
I
V
（
エ
イ
ズ
の
原
因
と
な
る
ウ
イ

ル
ス
）
感
染
直
後
の
血
液
は
、
検
査
で

感
染
を
判
断
で
き
な
い
期
間
（
ウ
ィ
ン

ド
ウ
・
ピ
リ
オ
ド
）
が
あ
り
、
そ
の
期

間
の
血
液
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
と
検
査

を
す
り
抜
け
、
輸
血
を
受
け
る
患
者
さ

ん
に
H
I
V
を
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
恐


